
 

 

 

「コロナは人を分断する。」 

今、この新型コロナウイルスの流行は、その感染を恐れるあまりに感染された方を排除したり差別し

たりする言動によって、世界中の人々や国々を分断しています。 

この感染症と闘うためには、人は互いに距離を置かねばなりません。いつもマスクを着けた窮屈な状

態で、私たちは親しい人と手をつなぐことをためらい、家族を思い切り抱きしめることもできず、嬉し

いことや悲しい気持ちを共有するために友と会うことも自粛し、それらを分かち合うこともできないよ

うな状態にあります。 

さらに、新型コロナウイルスに感染して亡くなった家族や知人に会って、最後の別れの言葉を告げる

ことすらできないといった事実を突きつけられ、これら予想のできない未曾有の事態を前にして今まで

にない大きな不安を感じてしまうのは当然のことでしょう。 

しかし、このような物理的距離を取る行為は、人間を分けるものではありません。私たちは、人と人

のつながりを持った温かい社会で、新型コロナウイルスに立ち向かっていかねばなりません。「人と人

の絆の強さ」「人の温もり」を忘れることなく、「今、自分にできること。」を考えていきましょう。 

まずは、行動を制限することから始めましょう。自分を守る行動が、周りの人を守る行動につながり、

周りの人を守る行動が自分を守ることにつながります。忍耐を必要としますが、自分自身の行動を制限

してください。そして、感染防止に努めながら、共にコロナと闘いましょう。現在、医療従事者の方々

は、最前線でコロナ感染症と闘っています。その方々に感謝の気持ちやメッセージを伝えることも一つ

の方法かもしれません。 

また、津島高校では、春休み期間中、本校の家庭クラブ役員のみなさんが、全校生徒のためにマスク

を製作してくれました。こうした一人一人の力と温かい思いが、明日への希望につながっていきます。

さらに、日頃当たり前にできていることができない今だからこそ、様々な事を考えていく中で、自分自

身がこれまで多くの方々に支えられて生きてきたのだという事に気づいてほしいと思います。 

さあ、休校中の津島高校みなさんへ、この期間は、毎日三食しっかりと食べて、十分に寝てください。

そしてあなたの免疫力を高めてください。また、学校で会いましょう。 

 

 

 

 

津島高等学校人権だより   津高人権委員会 

令和２年 4月号  

 

ひゅーまんらいつ（Human Rights）とは「人権」を意味する言葉です 

 

コロナ休校中の学校 

みなさんのいない教室は、ひっそりと休校解除の日を待っています。 

咲かせよう大きな花 

2年１組一同 



本校では、人権・同和問題について考えるためのホームルーム活動を各学年、年間４回実施しま
す。担任の先生や人権委員を中心に、意欲的に様々な問題について学習し、自分自身の意見を持

つ機会としましょう。 
皆さんに考えてほしい人権学習のテーマ 10項目を挙げていますので一度、それぞれの項目に

ついて考えてみてください。 

 

１  子どもの人権                      

子どもが子どもであることを認められるようにしましょう。 

２  性別を越えて  

      性は命と同じで、私たちは生まれるときどちらかを自分の意志で選ぶことはできませ 

ん。与えられた性についてあなたはどう考えますか？ 

３  心豊かな高齢社会へ    

         いくつになっても生きがいや喜びのある社会にしましょう。 

４  障がい者問題を考える  

         障がいについて理解を深めていきましょう。（ノーマライゼーション） 

５  心の国際化を目指して ―外国人とともにー 

世界の中の日本についてや、多様な文化について考えてみましょう。 

６  ハンセン病患者・HIV 感染者等 ―排除から共生へー  
これらの病気についての正しい知識を身に付け、社会の偏見や差別をなくしていく自

分になりましょう。 

７  犯罪被害者への理解を深めるために   

犯罪そのものによる被害だけでなく、被害者の方々は、被害後に生じる様々な問題に

も苦しめられています。私たちにできることを考えましょう。 

８  刑を終えた人の再出発のために    

刑を終えて出所した人や、その家族に対する偏見や差別をなくし、刑を終えて再出発

しようとしている人を支えるためにはどうすればよいかを考えてみましょう。  

９  アイヌの人たちに学ぼう      

アイヌ民族に関する正しい知識を身に付けるためにも、その歴史や伝統文化について

積極的に学習しましょう。 

10  同和問題の解決を目指して     

差別によって人として幸せに生きていく権利を奪っているという許せない現実があ

ることについて一緒に考えましょう。そして差別を受けた人の痛みや願いに共感し、

自らが差別をしない生き方をするためにはどう行動すればよいか考えましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

津島高校人権委員会では、月に一度【人権デー】を設

けて、ショートホームルームの時間に「ひゅーまんらい

つ」の内容について放送を行います。皆さんに人権につ

いて考えてもらう機会としたいと思います。今後は感想

を書いてもらう事もあります。 

御協力よろしくお願いします。 

毎日少しずつ 

それがなかなか 

できねんだなあ 

みつを 

黒板にかけられた日めくり

カレンダーより 

 

３年１組の黒板… 

4月 17日で時が止まったまま。 



 

 

 

 

 


